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商工かこがわ　8月号

1

　

今
月
は
、
9
月
5
日
㈮
・
6
日
㈯
に
加
古
川
市
内
を
中
心
に
開
催
さ
れ

る
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部 

第
43
回
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
「
O
N
E　

H
Y
O
G
O　

か
こ
が
わ
大
会
」
か
ら
、
大
会
を
主
管
す
る
加
古
川
商
工

会
議
所
の
青
年
部
（
以
下
：
Y
E
G
）
の
皆
さ
ん
に
登
場
頂
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
会
会
長
を
務
め
ら
れ
る
中
野
二
郎
さ
ん（
26
W
O
R
K
S 

代

表
）
に
大
会
へ
の
意
気
込
み
や
Y
E
G
活
動
に
つ
い
て
お
話
を
お
伺
い
し

ま
し
た
。

　

中
野
さ
ん
は
当
初
「
自
分
に
適
任
で
は
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
不
安
が

あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
Y
E
G
で
の
役
職
経
験
や
自
身
が
加
入
し
た
理
由

の
１
つ
で
も
あ
る
「
大
き
な
こ
と
を
成
し
遂
げ
た
い
」
と
い
う
想
い
が
、

こ
の
大
役
を
引
き
受
け
る
原
動
力
に
と
な
っ
て
い
る
と
話
し
ま
す
。

　

Y
E
G
活
動
と
本
業
の
両
立
は
大
変
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
色
々
な
価

値
観
を
持
っ
た
同
世
代
の
人
達
と
出
会
え
る
魅
力
が
あ
る
と
自
身
の
活
動

を
振
り
返
ら
れ
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
同
士
は
仲
間
で
あ
り
顧
客
で
も
あ
る
た

め
、
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
が
自
社
ビ
ジ
ネ
ス
の
発
展
に
も
影
響
し
ま

す
。
ま
た
、
歴
代
の
Y
E
G
会
長
か
ら
も
「
自
分
自
身
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
っ
た
ら
勝
ち
だ
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
、
そ
の
言
葉
の
通
り
、
人
と

な
り
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
っ
て
い
っ
た

そ
う
で
す
。

　

現
在
は
近
畿
地
方
の
50
以
上
の
Y
E
G
単
会
を
訪
問
し
、
一
人
で
も
多

く
の
参
加
者
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
Ｐ
Ｒ
活
動
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
近
畿
地
方
を
中
心
に
全
国
各
地
か
ら
約
2
，
0
0
0
人
の
Y
E
G

メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
た
め
、
加
古
川
Y
E
G
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
も
大
き

な
成
長
機
会
に
な
る
と
考
え
て
お
り
、
「
私
は
大
会
会
長
と
し
て
、
こ
の

大
会
の
運
営
を
担
う
実
行
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
執
行
部
や
各
部
会
の

メ
ン
バ
ー
が
輝
け
る
場
を
用
意
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
参

加
者
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
で
き
る
形
で
関
わ
る
こ
と
で
、
新
た
な
発
見

や
成
長
の
き
っ
か
け
を
得
ら
れ
る
機
会
に
し
た
い
で
す
」
と
力
強
く
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
Y
E
G
メ
ン
バ
ー
以
外
も
参
加
で
き

る
「
記
念
講
演
」
も
あ
り
、
第
1
部
に
「
丸
亀
製
麵
」
の
創
業
者
で
あ
る

粟
田
貴
也
氏
を
迎
え
、
第
2
部
で
は
お
笑
い
芸
人
の
陣
内
智
則
氏
を
交
え

た
ス
ペ
シ
ャ
ル
対
談
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
大
会
期
間
中
の
9
月
６
日
㈯
と
そ
の
翌
日
の
７
日
㈰
は
「
第
22

回 

商
工
祭 

加
古
川
楽
市
」
が
加
古
川
市
役
所
前
広
場
で
開
催
さ
れ
、
商

工
会
議
所
の
会
員
紹
介
ブ
ー
ス
や
飲
食
ブ
ー
ス
を
通
じ
た
地
域
経
済
へ
の

波
及
効
果
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
、
こ
の
加
古
川
楽
市
は
22
年
前

に
加
古
川
で
開
催
さ
れ
た
青
年
部
の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
物
産
展
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
成
長
し
た
加
古
川
楽
市
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
！

　

こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
青
年
部
活
動
に
ご
興
味
を
持
た
れ
た

方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！
共
に
大
会
を
創
り
上
げ
、

地
域
の
未
来
を
切
り
拓
く
仲
間
と
し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

今月の表紙
『加古川商工会議所　青年部』

事業所データ
◆会　　長　松下　智哉
　大会会長　中野　二郎
◆ホームページ
　
◆表紙写真
①お揃いの法被を身にまとい、大会を
　盛り上げようと一致団結する加古川
　ＹＥＧメンバーの皆さん。
②ログマークは加古川市の花のツツジ、
　背景の縦じまは加古川の川の流れを
　表しており、花のおしべの数は近畿
　７府県連ＹＥＧの結束力を表現して
　います。
③④⑤大会会長の中野さんと会長の松
　下さんを中心に実行委員のメンバー
　が本大会を創り上げています。
⑥⑦大会までには何度も会議を重ね、
　近畿圏内の各地でＰＲを行いました。
⑧加古川の魅力を詰め込んだ大会用の
　ＰＶの一幕より。

「地域の安全・安心に向けて　～夏の危機管理について～」
　兵庫県東播磨県民局
　　加古川健康福祉事務所  所長  藤田  伸輔 さん

「今月の“こんな日”」

印刷物入札　他

「日々、成長する為に」
　山本硝子建材
　　代表　山本　裕一 さん

令和６年度 事業報告・決算　他

本年度は加古川商工会議所議員改選の年です！
－第25期議員選挙・選任について－

ご覧ください加古川商工会議所のホームページ https://kakogawa-cci.or.jp/
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本年度は加古川商工会議所議員改選の年です！

　

加
古
川
商
工
会
議
所
は
、
商
工
会
議

所
法
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
「
特
別
認

可
法
人
」
で
、
加
古
川
市
内
の
商
工
業

者
の
共
同
社
会
を
基
盤
と
し
、
商
工
業

の
総
合
的
な
改
善
発
達
を
図
り
、
か
ね

て
社
会
一
般
の
福
祉
の
増
進
に
資
し
、

も
っ
て
わ
が
国
の
商
工
業
の
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

●
議
員
の
資
格
に
つ
い
て

　

議
員
の
被
選
挙
権
は
会
員
の
み
が
有

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
所
定
の
期

日
（
後
述
）
ま
で
に
会
費
を
完
納
し
て

い
な
い
会
員
、
市
外
で
事
業
を
営
ん
で

い
る
特
別
会
員
や
会
員
で
は
な
い
特
定

商
工
業
者
（
以
下
、
特
定
商
工
業
者
）

に
は
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
議
員
の
種
類
と
定
数

　

会
員
の
代
表
と
し
て
、
業
種
・
規

模
・
地
域
な
ど
を
網
羅
で
き
る
よ
う
に
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
議
員
構
成
と
す
る

た
め
、
加
古
川
商
工
会
議
所
の
議
員
の

種
類
と
定
数
、
選
任
方
法
は
図
表
の
通

り
で
す
。

●
議
員
に
な
る
と

①
商
工
会
議
所
の
意
思
決
定
に
参
画

　

最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
る
議
員
総

会
に
お
い
て
「
表
決
権
」・「
選
挙
権
」

を
保
有
し
ま
す
。

②
常
議
員
（
役
員
）
の
選
任
対
象
に

　

商
工
会
議
所
の
役
員
は
「
会
頭
」
、

「
副
会
頭
」、 「
常
議
員
」、 「
監
事
」
の

職
務
を
行
う
者
を
言
い
ま
す
。　

　

常
議
員
は
、
議
員
の
中
か
ら
選
任
さ

れ
ま
す
。
選
任
さ
れ
た
常
議
員
は
、
常

議
員
会
に
お
い
て
、
議
員
総
会
で
話
し

合
う
議
題
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
審

議
を
行
っ
た
り
、
議
員
総
会
に
諮
る
時

間
な
い
場
合
の
緊
急
事
項
に
つ
い
て
議

決
を
行
い
ま
す
。

※
法
人
、
そ
の
他
の
団
体
の
場
合

　

法
人
・
そ
の
他
の
団
体
が
議
員
と
な

っ
た
場
合
は「
議
員
の
職
務
を
行
う
者
」

を
一
人
定
め
、
書
面
を
も
っ
て
届
出
を

行
い
ま
す
（
必
ず
し
も
そ
の
団
体
の
代

表
者
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）

－第25期議員選挙・選任について－

種 類 定 数 選挙・選任方法

1号議員

創立
法的根拠
所在地
活動範囲

役員（定数）

会員数

入会資格

１９５２年（昭和27年）６月
商工会議所法（昭和28年８月１日公布法律第143号）
〒675－0064　兵庫県加古川市加古川町溝之口800
加古川市内
会　　頭　１名
副　会　頭　３名
専務理事　１名
常　議　員　26名
監　　事　３名
2,853件（令和７年４月１日現在）
加古川市内で営業されている商工業者であれば、法人、団体（協同組
合、経済団体）、個人事業主を問わずどなたでもご入会いただけます。

40名
会員・特定商工業者の投
票による選挙

2号議員 28名
業種別に設置された７つ
の部会からそれぞれ選任

3号議員 12名
会頭が常議員会の同意を
得て選任

　

１
号
議
員
は
、
会
員
及
び
特
定
商
工

業
者
の
投
票
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
議
員

で
す
。

○
1
号
議
員
へ
の
立
候
補

　

令
和
７
年
９
月
30
日
㈫
ま
で
に
商
工

会
議
所
に
加
入
し
、
会
費
を
完
納
し
た

会
員
が
権
利
を
有
し
ま
す
。

　

立
候
補
は
、
本
人
ま
た
は
会
員
の
推

薦
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
９
月
24
日
㈬
か

ら
10
月
１
日
㈬
の
17
時
ま
で
に
届
け
出

ま
す
。
ま
た
、
立
候
補
を
辞
退
す
る
場

合
は
、
10
月
６
日
㈪
の
17
時
ま
で
に

「
立
候
補
辞
退
届
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

定
数
を
超
え
る
立
候
補
が
あ
っ
た
場

合
は
選
挙
投
票
と
な
り
、
会
員
は
会
費

口
数
を
票
数
（
１
口
＝
１
個
、
上
限
は

50
口
）
と
し
て
数
え
る
選
挙
方
式
で
行

い
ま
す
。

　

な
お
、
立
候
補
者
の
総
数
が
定
数
を

超
え
な
い
場
合
は
、
投
票
は
行
わ
れ
ま

せ
ん
。

○
１
号
議
員
を
選
ぶ
人
（
選
挙
人
）

　

１
号
議
員
を
選
ぶ
資
格
の
あ
る
者
は
、

会
員
（
特
別
会
員
を
除
く
）
及
び
特
定

商
工
業
者
で
す
。
た
だ
し
、
令
和
７
年

９
月
30
日
ま
で
に
会
費
（
会
員
）
又
は

負
担
金
（
特
定
商
工
業
者
）
を
完
納
し

て
い
な
い
と
、
選
挙
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
特
定
商
工
業
者
と
1
号
議
員
選
挙

　

商
工
会
議
所
は
、
会
員
組
織
の
団
体

の
み
な
ら
ず
、
地
域
総
合
経
済
団
体
と

し
て
の
性
格
が
付
与
さ
れ
て
い
る
た
め
、

特
定
商
工
業
者
の
方
に
も
選
挙
権
が
あ

り
ま
す
。

　

特
定
商
工
業
者
の
方
に
は
、
法
定
台

帳
作
成
経
費
の
一
部
と
し
て
１
，
０
０

０
円
（
年
間
）
の
負
担
金
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
、
こ
の
負
担
金
を
期
日

ま
で
に
完
納
さ
れ
た
方
に
は
選
挙
権
が

１
個
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
会
員
に
な
る

こ
と
で
選
挙
権
個
数
を
増
や
す
こ
と
が

で
き
ま
す
（
９
月
30
日
ま
で
に
入
会
の

手
続
き
を
お
済
ま
せ
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
）
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
入

会
を
ご
検
討
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

会 員 と 特 定 商 工 業 者 の 関 係会 員 と 特 定 商 工 業 者 の 関 係

会　員
（特定商工業者非該当）

特定商工業者とは・・・

特定商工業者
（非会員）

会員の多くの方はここに該当します
また、非会員の方でも該当条件を満たしている限り、特定商工業者となります。

会　員
・

特定商工業者

商工業者

※市内で6ヵ月以上営業し、
　下記に該当する商工業者

　毎年４月１日において、それまで６ヵ月以上引き続き加古川市内に本支店、営業所、工場など
を有する商工業者のうち、次の（1）（2）のいずれか、もしくは両方を満たす方々が特定商工業
者に該当します。
①加古川市内の事業所で常時使用する従業員数が20人以上（商業・サービス業は5人以上）
②資本金額または払込済出資総額が300万円以上

本年度は加古川商工会議所議員改選の年です！
－第25期議員選挙・選任について－

　今秋、加古川商工会議所の議員改選が行われます。
　現在の議員任期は令和７年10月31日をもって満了となり、今回の選挙・選任によっ
て選ばれる第25期議員の任期は令和７年11月１日から３年間です。今月号では、議員
改選のスケジュールや商工会議所の議員についてご説明いたします。　　　　　　　　
　　　　　　

　
加
古
川
商
工
会
議
所
の
組
織

商
工
会
議
所
の
議
員
と
は

１
号
議
員
と
は
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２
号
議
員
は
、
会
員
が
業
種
ご
と
に

そ
れ
ぞ
れ
所
属
し
て
い
る
次
の
７
つ
の

部
会
の
部
会
員
か
ら
選
任
さ
れ
た
議
員

で
、
業
種
別
代
表
と
い
う
性
質
が
強
い

議
員
と
な
り
ま
す
。

①
一
般
商
業
部
会 

②
食
品
商
業
部
会 

③
工
業
部
会 

④
金
融
・
不
動
産
業
部
会 

⑤
サ
ー
ビ
ス
業
部
会 

⑥
建
設
業
部
会 

⑦
運
輸
・
通
信
業
部
会

○
２
号
議
員
の
選
任
方
法

　

各
部
会
に
お
い
て
会
議
を
招
集
し
、

議
員
選
挙
・
選
任
規
約
に
基
づ
き
、
各

部
会
に
割
り
当
て
ら
れ
た
定
数
の
議
員

を
選
任
し
ま
す
。
割
当
数
は
、
令
和
７

年
８
月
28
日
現
在
の
会
費
を
納
入
さ
れ

た
各
部
会
員
数
と
そ
の
部
会
員
の
会
費

口
数
を
勘
案
し
て
決
定
さ
れ
、
一
部
の

業
種
に
偏
ら
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

商
工
会
議
所
の
運
営
を
支
え
、
事
業

活
動
の
推
進
力
と
な
る
の
が
会
員
の
皆

さ
ん
で
す
。
商
工
会
議
所
で
は
、
会
員

が
営
ん
で
い
る
主
要
な
業
種
ご
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
適
切
な
改
善
発
達

を
図
る
た
め
に
部
会
を
設
置
し
て
お
り
、

会
員
は
い

ず
れ
か
の

部
会
に
所

属
し
ま
す
。

　

部
会
で

は
、
部
会

単
位
で
の

講
習
会
や

視
察
研
修

会
が
開
催

さ
れ
、
貴

重
な
知
識

や
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
会
員
が
直
接
商
工
会
議
所
に
対
し

て
意
見
を
述
べ
る
場
所
で
も
あ
り
、
部

会
の
決
議
は
常
議
員
会
の
承
認
を
得
て
、

商
工
会
議
所
の
意
見
と
な
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

３
号
議
員
は
会
頭
が
、
常
議
員
会
の

同
意
を
得
て
会
員
の
中
か
ら
選
任
す
る

議
員
で
、
議
員
構
成
が
業
種
・
業
態
・

地
域
な
ど
を
網
羅
す
る
と
と
も
に
、
商

工
会
議
所
が
事
業
を
推
進
す
る
う
え
で

必
要
な
商
工
業
者
が
選
ば
れ
ま
す
。

議員選挙・選任日程議員選挙・選任日程

加古川商工会議所の７部会加古川商工会議所の７部会

１号議員選挙人名簿調整日

この日現在の会員（会費完納の者）並びに特定商工業者（負

担金完納の者）により調整

１号議員選挙人名簿縦覧期間（～９月５日まで）

常議員会を開催し、３号議員選任（会頭が常議員会の同意を得て選任）

２号議員の部会別割当数を報告

３号議員が確定

各部会を開催し２号議員を選任（～９月１６日まで）

２号議員が確定

１号議員の選挙日を告示し、１号議員の立候補届出が開始

１号議員の立候補届出の締切日（１７時まで）

１号議員の立候補辞退届の提出締切日、１号議員立候補者が

確定

１号議員選挙投票日

（選挙人は投票場入場証を持参の上、所定の投票用紙と交換

して1号議員の選挙権を行使。投票終了後、即日開票する。開

票結果は、選挙委員会を開催して1号議員の当選者を確認）

１号議員の選挙当選人が確定（当選議員を告示）

現議員（第２４期）最終の議員総会を開催

現議員の任期が満了

新議員（第２５期）任期開始日（令和10年10月31日まで）

新議員による臨時議員総会を開催し、会頭、副会頭、専務理

事、常議員及び監事を選任

　

議
員
の
選
挙
及
び
選
任
に
関
す
る
規

約
に
基
づ
き
、
選
挙
委
員
会
が
令
和
７

年
５
月
14
日
付
け
で
設
置
さ
れ
、
選
挙

及
び
選
任
の
施
行
と
選
挙
の
日
程
を
定

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
６
月
３
日
開
催

の
常
議
員
会
で
諮
り
、
議
員
選
挙
・
選

任
日
程
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
選
挙
委
員
】

・
委
員
長　

藤
原　

武
彦

　
（
加
古
川
商
工
会
議
所　

専
務
理
事
）

・
委　

員　

志
方　

紀
久

　
（
志
方
司
法
書
士
事
務
所　

所
長
）

・
委　

員　

渋
谷　

雅
男

　
（
渋
谷
総
合
保
険
企
画　

 

代
表
）

　

選
挙
期
日
の
50
日
前
の
８
月
28
日
㈭

に
は
、
現
在
の
会
員
並
び
に
特
定
商
工

業
者
に
よ
る
選
挙
人
名
簿
の
調
整
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
に
３
号
議
員
、
２
号
議

員
、
１
号
議
員
の
順
に
議
員
改
選
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

選
挙
・
選
任
に
関
す
る
公
告
は
、
当

所
玄
関
前
の
掲
示
板
に
て
告
示
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

月　日 内　　　容

８月28日㈭

９月１日㈪

９月５日㈮

９月８日㈪

９月19日㈮

９月24日㈬

10月１日㈬

10月６日㈪

10月17日㈮

10月22日㈬

10月31日㈮

11月１日㈯

11月４日㈫

会
費
の
納
入
は
８
月
28
日
ま
で
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
！

２
号
議
員
と
は

選
挙・選
任
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

３
号
議
員
と
は

下記事項については議員総会の議決を経なければいけません。「●印」の事項については、議員総会の
議決を経て、常議員会に委任することができます。
〇定款の変更　〇解散、合併　〇会員の除名、議員の解任　〇会頭、常議員及び監事の選任および解任
〇副会頭及び専務理事の選任及び解任の同意　〇決算関係書類の承認
●次に掲げる事項に関する規約の設定、変更、廃止
　・加入手続き　・役員及び議員の選任及び解任に関すること　・部会について必要な事項
　・委員会について必要な事項　・使用料及び手数料に関すること
●事業計画及び収支予算の決定及び変更 ●会員及び特別会員の権利の行使の停止 ●負担金の賦課 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　など
　

〈議員総会の決議事項　～商工会議所の最高意思決定機関～〉

部会名
一般商業
食品商業
工 業
金融・不動産業
サービス業
建 設 業
運輸・通信業

所属業種例
各種商品小売業、商品卸売業
各種飲料品小売業、飲料品卸売業、飲食業
製造業、鉄鋼業、印刷業、化学工業、電気・ガス業
金融業・証券業・保険業・不動産業
サービス業全般
総合工事業、職別工事業、設備工事業
運輸業、倉庫業、通信業、自動車整備業

会
費
の
納
入
は
８
月
28
日
ま
で
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
！

部会主催セミナーの様子
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　保健・医療・福祉に関わる幅広い分野で
地域住民と事業所をサポートする加古川健
康福祉事務所。昨年度に着任された藤田所
長に健康福祉事務所の業務内容や、酷暑が
続く夏場に、気をつけたい食中毒や熱中症
対策について詳しくお聞きしました。　　

厳
格
化
さ
れ
た
感
染
症
対
策
と

食
中
毒
予
防
の
重
要
性

　

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
健
康
福
祉
事
務
所
の

業
務
は
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
特
に
病
院

へ
の
立
ち
入
り
検
査
で
は
、
感
染
症
対
策
の

項
目
が
大
幅
に
増
え
、
手
洗
い
や
ゴ
ミ
処
理
、

器
具
の
消
毒
な
ど
細
部
に
わ
た
る
指
導
を
行

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類
に
移
行
し

た
後
も
、
感
染
者
の
定
点
観
測
は
継
続
し
て

行
っ
て
お
り
、
今
で
も
一
定
数
の
罹
患
者
は

お
り
ま
す
が
、
重
症
患
者
は
大
き
く
低
下
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
医
療
従
事
者
や
住
民
の
皆

様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
引
き
続
き
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

感
染
症
以
外
に
も
夏
場
は
食
中
毒
の
リ
ス

ク
が
高
ま
る
た
め
、
衛
生
管
理
を
徹
底
し
て

く
だ
さ
い
。
地
域
の
お
祭
り
な
ど
、
普
段
調

理
を
さ
れ
な
い
方
が
担
当
さ
れ
る
場
合
は
、

一
層
の
注
意
が
必
要
で
す
。
基
本
と
な
り
ま

す
が
、
『
十
分
な
加
熱
』
と
『
こ
ま
め
な
手

洗
い
』
を
徹
底
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
が

広
く
浸
透
し
ま
し
た
が
、
手
順
を
間
違
え
る

と
全
く
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
手
洗
い
を
す

る
際
は
、
石
鹸
な
ど
で
し
っ
か
り
洗
い
流
し

た
後
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
す
る
と
い
う

順
番
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
熱
中
症
予
防
】
過
度
な
塩
分
補
給
に

は
気
を
つ
け
て
！

　

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
熱
中
症
予
防
の

基
本
は
『
水
分
補
給
』
と
『
体
を
冷
や
す
こ

と
』
で
す
。

　

『
塩
分
補
給
』
も
大
切
で
す
が
、
摂
り
す

ぎ
に
は
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
塩
分
を
過
剰
に

摂
る
と
、
か
え
っ
て
体
内
の
水
分
が
失
わ
れ

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
汗
を
か
い
た
後

の
入
浴
や
シ
ャ
ワ
ー
も
要
注
意
で
す
。
す
ぐ

に
熱
い
お
風
呂
に
入
る
と
体
温
が
上
が
り
、

熱
中
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
入
浴
前

に
は
ま
ず
体
を
冷
や
し
、
し
っ
か
り
水
分
を

摂
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
所
支
援
と

安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み

　

福
祉
施
設
支
援
の
一
環
と
し
て
加
古
川
総

合
庁
舎
１
階
（
か
こ
む
）
で
は
、
障
害
者
施

設
の
利
用
者
が
心
を
込
め
て
手
作
り
し
た
お

菓
子
や
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
お

近
く
に
お
越
し
の
際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。
他
に
も
、
健
康
福
祉
事
務
所
で
は
、

飲
食
・
理
美
容
・
福
祉
施
設
な
ど
の
事
業
所

に
対
し
、
許
認
可
手
続
き
や
衛
生
面
、
事
故

防
止
の
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

時
に
は
「
嫌
わ
れ
役
」
と
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
事
業
所
の
継
続
と
利
用
者
の
安
全

を
第
一
に
考
え
て
指
導
や
監
査
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

事
故
や
病
気
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

で
す
が
、
そ
れ
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
私
た

ち
の
大
き
な
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
皆
様
の
健
康
と
安
全
な
暮
ら
し

を
支
え
る
た
め
に
、
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

地
域
の
安
全
・
安
心
に
向
け
て

  

〜
夏
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
〜

地
域
の
安
全
・
安
心
に
向
け
て

  

〜
夏
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
〜

兵庫県東播磨県民局

加古川健康福祉事務所  所長  藤田  伸輔  さん
ふじた しんすけ
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エッセイ

　

私
は
加
古
川
市
と
高
砂
市
と
の

境
界
に
あ
る
米
田
町
で
、
住
宅
ガ

ラ
ス
・
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
卸
売
業

を
し
て
お
り
ま
す
。
43
年
間
、
こ

の
町
か
ら
出
て
過
ご
し
た
こ
と
が

な
く
、
も
ち
ろ
ん
加
古
川
生
ま
れ

加
古
川
育
ち
、
生
粋
の
加
古
川
人

で
す
。

　

仕
事
は
、
１
９
６
０
年
に
祖
父

が
開
業
し
、
今
年
で
65
年
に
な
り

ま
す
。
元
々
曾
祖
父
が
洋
服
屋
を

営
ん
で
お
り
、
そ
の
後
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
の
販
売
を
手
掛
け
、
当
時

主
流
だ
っ
た
木
製
建
具
に
ガ
ラ
ス

を
入
れ
る
仕
事
を
始
め
、
時
代
の

流
れ
と
共
に
現
在
に
至
っ
て
い
る

と
聞
き
ま
し
た
。

　

38
歳
の
時
、
取
引
先
の
方
に
加
古
川
平
成

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
誘
わ
れ
ま
し
た
。
た

だ
、
「
入
ら
な
い
か
？
」
と
は
言
わ
れ
て
お

ら
ず
、
「
自
分
を
磨
け
る
場
所
が
あ
る
。
あ

と
は
自
分
次
第
や
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
当
時
と
て
も
迷
い
ま
し
た
が
、

自
分
も
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
常
日

頃
か
ら
思
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
思
い
き

っ
て
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。　

　

い
ざ
入
っ
て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
年
代

や
職
種
の
方
が
分
け
隔
て
な
く
接
し
て
く
れ

て
、
す
ぐ
に
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
私
は
大
学
を
卒
業
後
す
ぐ
に
こ
の
仕
事

に
就
い
た
為
、
外
の
世
界
を
知
ら
な
か
っ
た

の
で
、
と
て
も
新
鮮
に
映
り
ま
し
た
し
、
そ

こ
で
人
と
の
付
き
合
い
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
人
前
に
出
る
こ
と
が
怖
く
は
な
く
な
り

ま
し
た
。
（
緊
張
は
未
だ
に
ず
っ
と
し
ま
す

が
…
）

　

し
ば
ら
く
し
て
、
ロ
ー
タ
リ
ー
の
先
輩
に

加
古
川
商
工
会
議
所
青
年
部
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
、
自
己
成
長
に
つ
な
げ
る
べ
く
今
度

は
自
ら
そ
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

自
分
と
同
世
代
や
、
も
っ
と
若
い
経
営
者
た

ち
が
集
い
、
自
企
業
を
更
に
発
展
さ
せ
る
べ

く
奮
闘
さ
れ
て
い
る
方
、
全
く
違
う
業
種
に

果
敢
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方
等
…
多
く
の
方

と
の
出
会
い
が
あ
り
、
自
分
が
井
の
中
の
蛙

で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
知
ら
さ
れ
ま
し
た
し
、

本
当
に
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

　

取
引
先
は
高
齢
で
離
職
し
て
い
く
方
が
多

い
中
、
新
し
く
仕
事
の
輪
も
拡
が
り
、
仲
間

も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。
特
に
同
級
生
の

集
ま
り
で
あ
る
「
56
年
会
」
は
心
の
支
え
と

な
っ
て
い
ま
す
。
も
し
一
人
で
仕
事
を
続
け

て
い
て
、
ず
っ
と
狭
い
世
界
の
中
で
生
き
て

い
た
ら
と
考
え
る
と
、
あ
の
時
勇
気
を
出
し

て
飛
び
込
ん
で
よ
か
っ
た
と
本
当
に
思
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
新
た
な
出
会
い
と
学
び
を
求
め
、

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ
Ｇ
に
も
出
向
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
来
月
に
は
加
古
川
の

地
で
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
控
え
、
正
直
か
な
り

慌
た
だ
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
分
毎
日
が
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
ん
な
時
こ
そ
、
足
元
を
す
く
わ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
気
を
付
け
た
い
と
思

い
ま
す
。〝
自
信
の
上
に
は
奢
り
が
あ
り
、

謙
遜
の
下
に
は
卑
屈
が
あ
る
。
〞ど
ん
な
些

細
な
こ
と
で
も
自
分
の
糧
と
し
、
驕
る
こ
と

な
く
日
々
成
長
し
て
い
け
れ
ば
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

「日々、成長する為に」

住 所
T E L
営業内容

：
：
：

加古川市米田町平津６６６－１
079-432-4606
住宅ガラス・アルミサッシ卸売業
　

山本　裕一山本硝子建材　代表
やまもと ゆういち
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会
議
所
の

会
議
所
の

令和６年度収支決算

164,470,000
165,460,000
18,550,000
140,560,000
80,500,000
569,540,000

177,097,325
151,577,598
19,876,272
138,194,000
84,079,170
570,824,365

177,097,325
151,577,598
19,876,272
138,194,000
84,079,170
570,824,365

一 般 会 計
会 館 管 理 運 営 特 別 会 計
共済事業等収益事業特別会計
特定退職金共済事業特別会計
経営改善普及事業等特別会計
　 計 　

会　　計　　別 収入額予算額 支出額
（単位：円）

経営指導・相談実績（当所経営指導員 ８名が対応した件数）
経営革新

巡 回

窓 口

経営一般 情報化 金 融 税 務 労 働 取 引 環境対策 事業承継 その他 計
2
5

325
881

1
70

19
139

131
459

187
634

6
215

3
18

7
16

53
240

734
2,677

総数  3,411

会員数の推移　各年度３月末現在（会員数） （口数）

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

3500

4000

23,439

25,660

22,024

20,280
19,512

17,745 17,681 17,589 17,584
18,214 18,065 17,740

3,271
3,583

3,210
2,952 2,880

2,662 2,690 2,703 2,699
2,889 2,862 2,837

15,000

20,000

25,000

30,000

平成8年 平成9年 平成14年 平成17年 平成20年 平成24年 平成28年平成30年 令和２年 令和４年 令和５年 令和６年

会員数
口数

※志方町商工会と合併

令和６年度　事業報告・決算令和６年度　事業報告・決算

会　員　事　業　所　数
会　員　口　数
特定商工業者数

役　　　　　員
議　　　　　員
事　務　局　職　員

【会員事業所数等】 ３月31日現在
２,８３７事業所
１７,７４０口　　
２,７７１名　　

３５名
８０名
１７名

【収入の部】570,824,365円 【支出の部】570,824,365円
預り金（共益費等預り金）

48,427,020
（8%）

事業費
208,996,209
（37%）

他会計への繰出金
22,903,959
（4%）

人件費
126,366,836
（22%）

管理費
96,632,046
（17％）

次年度繰越金
67,498,295
（12%）

預り金（共益費等預り金）
48,427,020（8%）

会費及び負担金
45,493,000（8%）

交付金
95,545,817
（17%）

事業収入
170,057,161
（30%）

施設収入
75,378,016
（13%）

共済事業取扱手数料
16,406,101
（3%）

雑収入
6,164,424
（1%）

  前年度繰越金
83,434,640
（15%）

他会計からの繰入金
29,918,186
（5%）



副会長３名での参加

1213

　

６
月
５
日
、
福
井
県
越
前
市
で
開
催

さ
れ
た
第
36
回
関
西
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会
総
会 

武
生
大
会
へ
参
加
し

ま
し
た
。

　

新
幹
線
で
越

前
武
生
駅
に
到

着
し
、
会
場
の

越
前
市
文
化
セ

ン
タ
ー
へ
。
会

場
内
で
は
物
産

展
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
名
物
の
羽
二

重
餅
を
手
に
し
、
総
会
ホ
ー
ル
へ
と
向

か
い
ま
し
た
。
ハ
ー
プ
の
生
演
奏
で
迎

え
て
い
た
だ
き
、
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
落
語
を
拝

聴
し
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
２
つ
の
会
場
に
わ
か
れ
て
の

懇
親
会
へ
参
加
し
、
兵
庫
県
の
皆
様
と

同
じ
テ
ー
ブ
ル
で
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

楽
し
い
会
話
、
美
味
し
い
お
料
理
、
名

物
の
お
ろ
し
そ
ば
を
堪
能
で
き
ま
し
た
。

次
回
は
長
浜
市
で
の
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
武
生
商
工
会
議
所
女
性
会

の
皆
様
の
お
も
て
な
し
に
感
謝
の
一
日

で
し
た
。

　
　
　
　

（
副
会
長　

立
花　

早
苗
）

　 　

６
月
３
日
に
令
和
７
年
度
第
１
回
常

議
員
会
を
、
ま
た
６
月
26
日
に
令
和
７

年
度
通
常
議
員
総
会
を
開
催
し
、
令
和

６
年
度
事
業
報
告
・
決
算
等
に
つ
い
て

審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

釡
谷
会
頭
は
「
現
在
開
催
さ
れ
て
い

る
万
博
が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る

が
、
こ
れ
を
契
機
に
関
西
の
経
済
界
も

盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
け
れ
ば
と
思

う
。
万
博
に
合
わ
せ
て
神
戸
空
港
へ
の

国
際
便
が
就
航
し
た
こ
と
を
受
け
、
こ

れ
を
機
に
神
戸
以
西
で
の
観
光
も
深
め

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
７
月
に
開
催
さ

れ
る
参
議
院
選
挙
に
つ
い
て
、
人
材
確

保
や
物
価
高
な
ど
の
問
題
の
打
開
に
向

け
て
、
選
挙
と
い
う
一
つ
の
手
法
に
よ

っ
て
県
民
の
意
見
を
示
し
て
い
き
た
い
、

ぜ
ひ
投
票
を
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
欠
員
と
な
っ
た
常
議
員
の
選

任
も
行
い
、
新
た
に
以
下
の
と
お
り
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

【
常
議
員
】
久
保　

清
純

三
輪
運
輸
工
業
㈱　

加
古
川
支
店

　

執
行
役
員
支
店
長

　

（
任
期
）
令
和
７
年
６
月
26
日

　
　
　
　
　

〜
令
和
７
年
10
月
31
日

「
事
業
報
告
・
決
算
」承
認
さ
れ
る 

ー
常
議
員
会
・
通
常
議
員
総
会
を
開
催
ー

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　

６
月
17
日
、
第
16
回
事
業
所
紹
介
が

開
催
さ
れ
、
会
員
２
名
に
よ
る
発
表
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

《
㈱
イ
ト
ウ
商
会
　
伊
藤 

美
子
氏
》

　

加
古
川
市
で
唯
一
の
公
衆
浴
場
「
千

代
の
湯
」
や
墓
地
管
理
事
業
を
手
が
け

る
伊
藤
さ
ん
は
、
10
年
前
に
経
営
者
だ

っ
た
ご
主
人
を
亡
く
さ
れ
、
突
然
事
業

を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
。
専
業
主
婦
か
ら

一
転
、
事
業
は
縮
小
し
な
が
ら
も
前
を

向
き
続
け
、「
千
代
の
湯
」
を
守
っ
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

近
年
は
食
堂

フ
ロ
ア
で
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
、

飲
食
コ
ー
ナ
ー

で
は
ご
当
地
グ

ル
メ
を
取
り
入

れ
た
食
事
を
用

意
す
る
な
ど
、

お
風
呂
で
疲
れ
を
癒
す
だ
け
で
な
く
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
も
ら
え
る
よ

う
工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
々

が
世
代
を
超
え
て
つ
な
が
れ
る
場
所
を

目
指
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

《
㈱
想
侑
　
森
田 

恭
子
氏
》

  「
就
労
継
続
支
援
B
型
事
業
所
ひ
な
た
」

こ
れ
が
私
の
会
社
で
す

ー
事
業
所
紹
介
を
開
催
ー

美
味
し
く
楽
し
い
武
生
で
の
時
間

ー
関
女
連
総
会 

武
生
大
会
に
参
加
ー

　
女
　
性
　
会

と
「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
な
た
」
を
運

営
す
る
森
田
さ
ん
は
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

選
手
を
引
退
後
、
大
病
に
よ
り
寝
た
き

り
生
活
を
経
験
。
そ
の
と
き
感
じ
た
孤

独
や
不
安
か
ら
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

支
え
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
が
芽
生

え
、
そ
れ
が
〝
自
身
の
使
命
〞
と
感
じ

る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

３
年
前
、
弟

と
と
も
に
事
業

を
立
ち
上
げ
、

現
在
は
19
〜
65

歳
の
利
用
者
と
、

ま
る
で
〝
み
ん

な
の
お
母
さ

ん
〞
の
よ
う
に

本
気
で
向
き
合

う
毎
日
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
怒
る

と
き
も
泣
く
と
き
も
本
気
で
」
と
話
す

姿
か
ら
は
、
あ
た
た
か
な
情
熱
が
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
や
児
童
養
護
施
設
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

お
二
人
の
お
話
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
想
い
と
歩
み
が
地
域
に
あ
た
た
か
さ

を
広
げ
て
い
く
未
来
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
前
向
き
な
姿
勢
は
、
私
た
ち
女
性

会
会
員
に
と
っ
て
も
大
き
な
励
み
と
な

り
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
理
事　

嶋
田　

純
子
）

　

森田氏の想いを知る

会
議
所
の

会
議
所
の

　

６
月
16
日
、
ニ
ッ
ケ
パ
ー
ク
ボ
ウ
ル

に
て
第
17
回
会
員
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
開
催
し
、
30
チ
ー
ム
１
１
８
名
の

参
加
者
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
当

大
会
、
申
込
開
始

後
す
ぐ
に
定
員
に

達
す
る
ほ
ど
好
評

で
、
当
日
も
多
く

の
参
加
者
の
笑
顔

と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
10
代
か
ら

70
代
ま
で
世
代
を
超
え
た
交
流
の
場
と

な
り
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
協
力
し
な
が

ら
、
楽
し
く
白
熱
し
た
試
合
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

　

個
人
の
部
で
優
勝
を
飾
っ
た
逢
坂
さ

ん
か
ら
は
、
練
習
の
成
果
を
出
せ
て
よ

か
っ
た
と
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

団
体
戦
、
個
人
戦
の
上
位
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

【
団
体
の
部
】

▽
優
勝
・
２
位　

㈲
原
溶
接
工
事

▽
３
位　

逢
坂
鈑
金
塗
装

【
個
人
の
部
】（
カ
ッ
コ
内
は
事
業
所
名
）

▽
優
勝  

逢
坂 

光
照（
逢
坂
鈑
金
塗
装
）

▽
２
位  

植
田 

勇
一（
㈱
播
州
生
コ
ン
）

▽
３
位　
畑　

富
屋（
㈲
原
溶
接
工
事
）

　
　
　
　
　

団体優勝 ㈲原溶接工事チームと
山本副会頭（左端）

笑
顔
と
歓
声
響
く
熱
戦

ー
会
員
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
ー

伊藤氏のアイデアから学ぶ

　

６
月
27
日
、
商
工
会
議
所
に
て
新
入

会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
多
く
の
メ
ン
バ
ー
と

新
入
会
員
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
青
年

部
の
活
動
内
容
や
目
的
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
山
本
監

事
と
竹
内
監
事
よ
り
、
青
年
部
に
所
属

す
る
意
義
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き

ま
し
た
。
実
際
の
活
動
を
通
じ
て
得
ら

れ
る
仲
間
と
の
つ
な
が
り
や
、
地
域
貢

献
の
や
り
が
い
、
自
己
成
長
の
大
切
さ

な
ど
、
経
験
に
基
づ
く
言
葉
に
、
メ
ン

バ
ー
も
新
入
会
員
も
熱
心
に
耳
を
傾
け

て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
貴
重
な
お
話
が
聞

け
た
」
「
今
後
の
活
動
が
楽
し
み
」
と

い
っ
た
前
向
き
な
声
が
多
く
聞
か
れ
、

青
年
部
と
し
て
も
非
常
に
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
仲

間
た
ち
が
今
後
ど
の
よ
う
に
成
長
し
、

活
動
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
を
思
う
と
、

大
き
な
期
待
と
楽
し
み
が
膨
ら
み
ま
す
。

今
後
も
仲
間
と
と
も
に
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
、
地
域
の
発
展
と
自
己
成
長
に
向

け
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
経
営
研
修
委
員
長　

赤
木　

龍
弘
）

　

青
年
部
を
深
く
見
る

ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
ー

  

青
　
年
　
部
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６
月
17
日
、
気
象
予
報
士
・
防
災

士
・
㈱
南
気
象
予
報
士
事
務
所 

代
表

取
締
役
の
南
利
幸
氏
を
講
師
に
、
「
温

暖
化
は
ど
ん
な
ん
か
〜
昨
今
の
異
常
気

象
か
ら
企
業
を
守
る
〜
」
と
題
し
た
講

演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
認
識
間
違
い
の
多
い

お
天
気
マ
ー
ク
の
正
し
い
見
方
や
、
異

常
気
象
時
の
避
難
情
報
の
見
方
や
判
断

の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、
得
意
の
ダ
ジ

ャ
レ
を
交
え
な
が
ら
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
年
間
の
死
者
数
に
関
し
て
、

台
風
や
土
砂
崩
れ
よ
り
熱
中
症
が
主
要

な
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

触
れ
、
台
風
等
は
天
気
情
報
や
公
的
情

報
を
こ
ま
め
に
確
認
し
対
策
を
取
る
人

が
多
い
も
の
の
、
熱
中
症
へ
の
対
応
は

不
十
分
な
傾
向
が
あ
る
と
指
摘
し
ま
し

た
。
毎
年
多
く
の
命
が
失
わ
れ
て
い
る

と
い
う
事
実
を
忘
れ
ず
、
甘
い
認
識
を

今
一
度
見
直
し
て
し
っ
か
り
と
対
策
を

行
う
よ
う
強
く
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
東
京
田
村
に
て
懇
親
会
を

開
催
し
、
南
氏
も
含
め
て
出
席
会
員
相

互
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
29
名
（
懇
親
会
は
22
名
）

　

安
全
な
夏
を
過
ご
す
た
め
に

ー
６
月
度
定
例
会
を
開
催
ー

　
異
業
種
交
流
会

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

体
だ
よ
り

体
だ
よ
り

　

当
所
よ
り
発
注
す
る
印
刷
物
に
関
し
、

競
争
見
積
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
前
日
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
当
所
会
員
限
定
）

●
日　

時　

８
月
22
日
㈮
10
時
〜

●
場　

所　

加
古
川
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
　

3
階
事
務
所

●
お
問
い
合
わ
せ　

総
務
管
理
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

　

当
所
で
は
「
商
工
か
こ
が
わ
」
に
掲

載
さ
れ
る
広
告
を
次
の
通
り
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

　

自
社
Ｐ
Ｒ
に
ぜ
ひ
と
も
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　
印
刷
物
入
札

　

会
費
未
納
分
が
あ
る
事
業
所
に
つ
き

ま
し
て
は
、
７
月
初
旬
に
再
請
求
書
を

ご
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会

費
請
求
票
に
記
載
の
納
付
期
限
ま
で
に
、

ご
納
付
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

（
注
）
本
年
は
、
当
所
議
員
改
選
期
に

あ
た
り
、
８
月
28
日
㈭
ま
で
に
会
費
が

未
納
の
方
は
選
挙
権
及
び
、
被
選
挙
権

が
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ

い
。

※
会
員
登
録
内
容
や
会
費
の
引
落
口
座

の
変
更
、
口
座
名
義
の
変
更
な
ど
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ　

会
員
課

　

TEL
0
7
9
‐
4
2
4
‐
3
3
5
5

  
「
商
工
か
こ
が
わ
」の
広
告
で
Ｐ
Ｒ
！

種類名

裏表紙1/2

表紙裏1/2、裏表紙裏1/2

本文中1/2

本文中1/4

会員料金（円）色

カラー

モノクロ

（消費税１０％込み価格）

52,360

26,180

20,944

10,472

●発行部数　3,100部
●掲載場所・掲載月等、上記以外のサイ
　ズなど詳細につきましては、会員課広
　報担当までご連絡ください。
●お申込み・お問い合わせ
　会員課　TEL０７９－４２４－３３５５
　

会
議
所
か
ら
の

会
議
所
か
ら
の
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

　
会
費
の
納
付
し
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
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但陽信用金庫　お取引先企業の景気動向調査レポート
特別調査「５年後（2030年）以降を見据えた中長期的な経営について」（２０２５年４～６月期調査　抜粋）

●●●●●●●●●●●８月の会議所カレンダー８月の会議所カレンダー
日 曜日 行　　　事
1

4

19

20

金

月

火

水

広報委員会、 無料 法律相談
未来の職業を考える高校生のための企業見学会（～8日）
時事文化講演会「スマートフォンと危機管理」
無料 社会保険・労務相談
無料 金融相談（㈱日本政策金融公庫 姫路支店）
無料 税務相談
東はりま再発見「絵と写真展」（～22日）

日 曜日 行　　　事
22
23
25

26

金
土
月

火

無料 法律相談
会員企業対抗ダブルスゴルフ大会
無料 特許・商標知財相談
無料 不動産相談
会員事業所健康診断（９／２・４・８・９・18）

　最低賃金の増加に対する雇用や労働時間の削減について、「行わない見通し」と回答した企業が191社
（東播磨地域76社、姫路地域58社、朝来・神崎・加西地域57社）で最多となっています。次いで「わか
らない」と185社が回答しています。また、雇用や労働時間の削減以外の対応策については、「販売価格
を引き上げる」と回答した企業が140社（東播磨地域70社、姫路地域45社、朝来・神崎・加西地域25
社）で最多となっています。次いで「特に対応は行わない」と102社が回答しています。　　　　　　　
　　　　

●「個別経営相談会」は事前予約が必要です。あらかじめご相談内容をお知らせください。（※）
●無料相談は、変更・中止となることがあります。お手数ですが、事前にお問合せください。
⇒「特許・商標知財相談」は８月20日㈬までに予約が必要です。あらかじめご相談内容をお知らせください。（※）
⇒日本政策金融公庫による「金融相談」はWEBミーティング形式での相談となりますので、事前予約が必要です。（※）
⇒「不動産相談」は当面の間【完全予約制】の【電話相談のみ】となり、８月21日㈭までに予約が必要です。（☆）
《問合わせ・予約連絡先》※印：加古川商工会議所 電話０７９－４２４－３３５５
　　　　　　　　　　　　☆印：（一社）兵庫県宅地建物取引業協会 加古川支部 電話０７９－４２４－０８３２

【個別経営相談会】5・6・19・20・26・27

●高校野球記念日（18日）
　１９１５年（大正４年）のこの日、大阪府の豊中

球場（豊中グラウンド）で第１回「全国中等学校優

勝野球大会」が開会した。なお、第10回大会から兵

庫県の西宮市にある阪神甲子園球場が会場になり、

第30回大会からは名称が「全国高等学校野球選手権

大会」となっている。

　今年は６月のうちに梅雨が
明けてしまい、例年より真夏
が長くなっています。
　このまま温暖化が進むと大
変なことになりそうです。
SDGsって大切ですね。改め
て感じました。

「今月の“こんな日”」「今月の“こんな日”」
広報委員の“つぶやき”商工かこがわ８月号

発　行　
　2025年８月１日
発行人　
　加古川商工会議所
　 〒675-0064
　 加古川市加古川町溝之口800

（079）424-3355（代表）
（079）424-7157

TEL
FAX

　最低賃金について、現行の1,055円（全国加重平均）が仮に1,500円となった場合、貴社では雇用や労
働時間の削減を行う見通しですか。1～３の中から１つ選んでお答えください。また、貴社における雇用
や労働時間以外に考えられる対応策について、4～０の中から最も当てはまるものを１つ選んでお答えく
ださい。

調査の概況及びその他の項目、詳細については但陽信用金庫ホームページにてご確認ください。
（https://www.tanyo-shinkin.co.jp/business/keikyou.html）

回答企業 491社 回答率 97.2％

95社
52社

140社
9社
13社

80社
102社

4.経費（人件費以外）を引き下げる
5.省力化投資（設備、IT等）を行う

6.販売価格を引き上げる
7.仕入価格を引き下げる

8.もともと従業員がいない
9.わからない

0.特に対応は行わない

115社
191社
185社

1.行う見通し
2.行わない見通し
3.わからない雇用や労働時間の削減

最低賃金引上げの対応


